
1 . 特に注意しでいたださたいこと、 
まをのために必ずお守りください 

2. 効果的に使巧するために一- 

3 .各部のち称 --- 

•夕 'f 観図- . 

•構造岡 . .. . 

4.使巧前の準備- --. 

•開こんと部攝のた、ント - . . 

• ifc/ffi . . . 

•点乂前の準備と確認 . 

5 イホ rji 

•俄用/!}/友 

• 点义……- .--. . .. . . 

• おの調節 .------.- "- 


ごのたごな、コ□ナ5ミをストーブをお 
巧いあ r ) いただき、まことにありびと 
こ' C ： ゴいました。 、. 

圧しくお使いいただくために、この取 
扱説明善をよくお読みください。 

なお、お読みになつた綾をお使いにな 
る巧びいつで.ち見られる巧にり宗班書」 
となに大切に保醫しでくだちい。 


6. 巧露自動消义装# 

7. 曰常の点検•ま入れ 
8 .定期点検 

9. 巧穫 • 異窝の見分け方と®麗方法 

10. 部馬交換のしかた———— 

11. 保營(鬟顯閣使閣しない爆禽）-— --- 

1つ什祕 . .. . ------ . . . 

13.アフターサ…ビス- . . 


燃料は必す度質のなな 
使閣しで < ださい。 


爪藝告 

f • \ 1=3 || 晒 , 


KEROSENE ONLY 


使用燃料： 0■遞, 


SS と讚繼义 
IS 涵轉消义 


見注薪 


変露しを持 S 鐘し爐 
體 ffl 戀禁 











































この取扱説日月謹および製話への表示では、製品をををに正しくお使いいただぎ、あなた他の人々への 
危害やお産への攫藝をモ然に防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と蠢 tt は巧の 
よラになっています。巧客をよく理解しでから本文をお読みください。 


A この表示を無視しで、誤った取りあいをすると、人び死亡または■傷を負-う危険が莲し迫っで纯じる 

/!\ IQI 機ことが想定されるの客を示しでいます。 




この表示を無視しで、譲った取りあいをすると、人び死亡または墨繼を資 —5 巧能性が想定ちれる两容 
を示しでいます。 _ 


こめを示を饋視しで、誤った取りおいをすると、人か•傷害を負ラ危険か'想定されるの客および物的攫 
靈のみの発生び想をされる两客を巧しでいます。 


A を陆 

こ_ぃ_パん_ぶ; に P 巧 . 

•力’ソ U ン厳禁 

ガソリンなど揮発性の富いミもは、絶巧に使巧しないでください。 
义おの原因になります。 


'潑スブレー定厳禁 

スブレー定をスト--ブの上や前に放置しないでください。 
熱でスプレー生の圧のび上がり、爆荒し、危険です。 


•力ーテン、可燃物近接厳禁 

力ーテンや燃えやすいをののそばなどでは使用しないでください。 
义巧の原困(こなります。 


:袖 我;:.:;:1 i ;;:::: 

鄙の 


雜換気必要 

換気せすに使巧しつブけないでください。 

酸素び不足すると、不完を燃焼し、■-酸化炭素などび発をしで中蕾にな 
るおぶ—れがあのず巧- r !i 

使用中は必す1時間に1〜2回 （ 1〜2分）換気しで、新鮮な空気を補 f 了 
給しでください。 、 

窓の凍結、地下室など換気び'十分に巧えない場所では、使巧しないでください。 

•黎類®乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しないでください。 

巧類が落下しで义がつぎ、义巧の原因になります。 


mpt}'^hjmnm± 

^かんやなベなどをのせないでください。 

懸勤户接触じよつでやかんやなべなどの熱湯びこぼれ、やけどのおそれがあり ; 
また、なべの鬚;こぼれによってストーブ巧部の部显び損傷するおそれびありま^ 



























1 . 壽 ca 蠢 U 言す cfd 薑 f な ‘ Ct 、 憂臺黛 _te を Ck 


A 警告 


•獲靈怒黎消灾 

賴ると费や列化するときは、必す消义しでください。 

また、人目の届かないところでは、使巧しないでください。 

卜てそな焼や異常燃焼' 义巧のおそれびあります。 

:が叫な巧は、必すしん調節つまみび消义位置にちどり、义か'消えたことを 
礎むめでください。 

雜繼滴時消义 

給:;由は、必す消义しでから巧ってください。 

义災の原因じなります。 

こぼれたなミ由は、よくふきとつでください。 



雜ミ菌漏れ危険 

給油□は確実に閉めでください。 

給油□を下にしで、巧漏れが'ないことをおかめでください。 

給巧□び確葉に閉まっていないと簡単にひらいで、义巧の原因になります。 



•可燃性ガス使用厳禁 

スト--ブを使巧しでいる部屋で、可燃性刀スび発生ずるもの（ベンジン、シンナ- 
ガソリン）、 スプレーを使雨しないでください。 

义巧や巧囑の原因(こなります。 


0 




么ま意 


馨居室內給油禁止 

給油は、必す义の気のないところで巧つでください。义巧のおそれびあります。 


•燃焼中移動禁止 

义のついたまま持ち運ばないでください。 

やけどのおそれびあります。また、.短倒すると义おの原因になります。 

馨異常時使用禁止 

におい、すすの発を、炎の毎など異萬燃焼を起こしたとぎは使巧しないで 

く 中"^' 冷- f 、 

緊急の場合でちあねですにしんを下げで消义しでください。 （ 9 ベ-ツ'参照） 


雜 li こ D ® 驗去 

ほこりを、とぎど费除ましでください。 

ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼のおそれびあります。 



•変質な油禁止 

変醫なミ由、ちれたミ由、水の混じっているなミ宙などを使巧しないでください。 
巽常燃焼やしんび下びらなくなるおそれびあります。 




壽 sSSB 擴鋪禁止 f --- 

燃焼中や消义塵をは、屬温部(図のァ5部分）に寺などぶれないでください。 

. 31111"11^^胁ちのいるご麵では、辯こ源しでください。^ 

•醒接疆時 H 懸た贸 f ぶい 

スト-"ブ(こ直接擾時闊あたらないでください。低遍やけどや脱水症状になるおそむびあります 




嚇 


お寺様、おを瓷り、病気のち、皮ふの弱いちなどびお使いになる揚さは、ストーフめ取り巧い、 
部麗の換飄、けだ'、低溫やけどや脱水症狀などについで圈團の人が'十分を*しでくだ茫い。 
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馨纖焼 e ® 叉 sjn たままの使用禁止 

燃焼簡のガ 3 スび巧けたり、割れで破損したままのが態では、絶がに使巧しないでく 
だ—さい。巽常燃焼したり、すすび発生するおそれびあります。 

馨®衝圧 I ：;!® 

点义時(遇電時）に、点义プラグからは高電圧び発生します。 

点义プラグに不巧意におれないでください。感電するおそれびあります。 

特にルぞいお寺様にごま意ください。 

雜鋪距部 S の使用 

しんなどの部品は、蚁す純正部品（指定された部品）を使巧しでください。 

予想しない輩故が発をするおそれがあります。 


.墨' 

0 
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•分解修理-改造の禁止 

故障、破損したら、使巧しないでください。不完をな核理や改造は、危険です。 
お質い巧めの販売店に修理を依頼しでください。 



雜保營時にしていただくこと 

長期間使巧しないとき又は保管するときは、必すな油を巧いで(乾電池を取り列しで） 
ください。 

愼けたり、權倒しの状態では保管しないでください。义おのおそれびあります。 


馨巧の場所では按用しない 

乂がやず想しない擊故の原因になります。 

«水平でない爆巧、不安定な場所 
*爾のあたる爆所、部麗の出入 □ 

•ほこりや湿気のをい場所 
«不を定な物をのせた棚などの下 
• 可燃性ガスの発をする場所又はたまる場所 


I 温塞、飼育墅など人のいない場所 
’S •美容窒、クリーニング店などスプレーや 
化学薬おを使ラ場所 

I マントルピースなどスト -- ブび涵われる場所 
I 直射日化びあたる揚巧 
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雜掃除機の排気にを意 

燃焼中に禪除機の排気などをあでないでください。 

風びあたると巧义が出たり、異篱燃焼の原因になり危険です。 

•可燃物との距離を離す 

燃えやすいちのや障害物とは、必すち图に示す距離をとつで 
設鹽しでください。 

义なのおそれがあります。 


纖& 


100cm 社 . 


-ぶ;も 

卜 


20抓 UU 


50cm が上 


100 cm が上 


50師な上 


戀 


•正鬻燃焼の確認 

正常に燃焼しでいることを確認しでください。 

しんび上がりすぎたり、燃焼筒びすれでいたりずると異常燃焼し危険でず。 


I 曰常®お手入れ 時のを意 
因常の点検' き入れは必す巧ってください。 

点楼.爭入れは、ストーブび巧えでから巧っで<ださい。 no ' 

やけと'のおそれびあります。 


1ベージ参照) 



•靡褒 — 4 —ると巧©注憲 

スト--ブを廃棄処分するときは、必す給'庙タンク-圍定タンクののな巧を披き嚴つで 

< だ,ぞ い。 （1 1ベー'ジ参お） 

巧巧び入つたまま廃棄するとリサイクルの際に思わめ事故になるおそ tl び愚り蒸す。 


な 
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圓麵觀麵 G ® 麵曹 Sfc 論 f こ 

雜外気に接するあ側などに置くと、冷気; y ストーブで暖め6れ、上爵巧流す覆ので 
効果的です。 

® '力-.— 7 ンなと巧燃物との距飽は十か' i ; つごくたざし、。 トリ':;':''.'',',' 'い';' が'' 心 .I 

雜顧風機やヴーキユレ…夕一などで室南の空気を巧流させると、より効 ISS 勺な暖麗 
びできます。 

♦ストーブに菌あ農があたる勘^ザ羣注憲しでください。 '.:yl ド巧释11濟證篡，こ,,'，‘ 




電極 


察肉筒リング—— 


オイルピン 


油受けざら 


黨滋サイン盡異 


※お二妝乾電池(別売)4個を使巧します。 


繪ミ廬タンク 


しん巧え' 


圍器タンク 


-輩極お 


- 刃'うスが S 

-対簡ベ…ス 

ご -- 燃焼®つ薰觀 


燃焼簡 


点乂プラヴ 


…畐巧コード 


-点义装靈 


巧震自動消义装靈 


マイク□スイッチ 


な乂巧タン 


しん調節つまみ 


が観國 


タンク靈ふた 


-キャビネット 


スピード消火ボタン 
-給油サイン 












国饒 ffl 



次®順®で攀«しでくだ獲い。 


asiFo^h- フ t お 9 

タンク押え-グ^一 ：«窺斷肢 


i 



^靈燒懸をたットする 


’左ちじ動かす 


3 乾識 ( f !) をかかする 







雜包装箱からス I ブを取り化しで ください。 

® 刀ードをとめでいるテ-•ブをはす しで、力'—ドを關いで < だ巧い 
雜燃燒筒捆えをはずしでください。 

みタンク室ふたを開いで、タンク巧えをはすし C くだとぃ, 

•沒装箱、タンク揮え、燃焼筒がえはストーフの巧管に必愛でず。 よ 
また、嚴扱議萌畫を忘れずに保管しでください 


0燃焼筒を它ットしたら、ガードをちとどおりに取りな けで<ださ 

レ、 

»燃焼簡つまみを左ちに動かしで、しん窠巧筒に正しく据わつでい 
ることを確認しでください。 


•乾電地は別売です。 

雜同じ種類の新しい単二形乾輩;'扭を4個巧屬しでくだ巧い。 

種類の異なる乾電池、または巧しい乾電池とちレ乾電池を組み合 
わせで使巧しますと、液漏れや破裂のおそれびありまず。 
♦シーズン始めにすベで新しい乾電池に交換しで<ださい。消耗し 
た乾電池を使巧すると、点义しにくい場さびあります。 


♦{き側にある電池クースじ、乾電池を電池クースの絵のち向に愈ね 
せで正しくむットしでくださし、 



燃料は必す'灯油 （ J に1着なミを）を使用しでください。 


爆!么危険 i 力'ソリンなどの攝発性の富い;'由は絶巧に使巧しないでく 


ださ•い。 

义巧の原困になります。 


な’油とガソリンの斑分けかた 


指先に燃辉巷つけ、懲帮ふ選力 M - J 部"亦。 
(乂の気のない巧晋巧つでくだ茲い。） 


• i 公ま戀 i 変質巧油、不純’な迎、活れた迪、水の憑じっている巧油 
など(ま絕対に使蘭しないでください。 

•添細劑や助燃劃などは使巧しないでください。 

•な油は必、す乂寬’雨水' ごみ. 屬溫および直射曰光をさけた擾所に 
保®しでくだ茫い。 

■慶麗織浦*不純な油とは . 




1 

E 


'' -■ ’^'强各お《]^を接をみ'‘;, ' ..さ费尚もぞ埋を?:;'巧な:'.':を巧'.載ち 

, S 離のふたが PfI けであった (HD 

… り*:乳招爵のボリ醫器で瓶 、川/ 

售した鮮魏 ■ 、撤 

■ ,,, ，、がが.^ ぶ巧#て^’^胃^胃^胃 1 

の 

G 

こ ^^^ 

..巧す产吗が馨^^^-ぶ 

ぶを 



•極度に変質したものは、 黄色味びかったり、ずっばい臭いびします。 

•魁すな活1用のポリタンクを お使いください。 

•な'庙はシズン中(こ使いき りましよラ。 
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激変醫巧 


:>铺の稷輕[こおより棄すか^資〜30碁黛ご舊鶏をしんの蘇端(陰] 1) .し— 佈ィ~■•か 

\効よ第1带と講2糸の!！(團 2) に力…歌ン命梦…見黃留證 U を巧部- : h 隱一"ぃ‘ 

巧が'かたく各截 t 園瞎に®くなっで、スピ…ド讚火渾をン導禪 bfcCK ! I 

対襄巧動ミ肖が装 S が作動しでを、し知が T がらす疆おし替いことが龜 I ^ 

りずす。 與紧那聲- ' ®1) 

^蘇熱ム可かおたが:燃燒阔な瞳くな^〇、激しいにおいがしたり、冀蕾纖驚したりします。 

* ，給油梦ンクにな溢か残っていでをお方致皆ちくなったり、し知 ifT ^ がら窩く替った0し苯も 
幾 点火し t ： から請全燃焼或で薛離が'がかり素ず。 ，,，，.- . .， 

^給ミ歯クンク和鹽定タンクが驗鶴ず禮顧鹽にな‘りまず。 ■' 1 


f 油を使巧すると‘ 


^11 
お響 



,},、 ‘." 阳り 5 

:(齒2ぅ 

卓强麵轉轟報臀^^!^^ぁ' 


ぉ 巧日/な！.グン- I し/ 'J / m/J 7.おゾしレ. I .しし！', 

幾 点火し t ： から請全燃焼或で薛離が; 
錢給ミ歯クンク和鹽定タンクが驗鶴ず， 


巧漉や不純'な油を傻语したと黃は、 


賴を登:！^ 


、普れい综斑•滞苦2〜3@謀つでかを鹽溝でく 
(惡い補が残つでい器と_酒発し萊す）け1ぺ…ヴ曇照） 

@しんの帮入れをしでく-たがい。（11’12ぺ-•ジ參觀屋 
♦ しんの雖入れ韻:しごを熱離のないと兹はし / u 趕交撥しでください。 
t ' しんの茲換はお S い求めの離靡搭又は、 j コ〇ナお疆鐵ご領談窓口にご適絡くだすい 




義誦 ® It 


•変鹽な油、不純な'油び原因で修理を巧頼されたとをは、巧說巧圈中でを深誕のが象巧とな 0 まず, 
* 頸質な池の処理でお困りの攪さは、な‘油をお寶いぶめの販お店にご巧談ください。—'''" 


猫 




、!罐^^^ ^^ ^ 




•I A 醫告 i 給'油は必ザ消义しでから义の気のないところで巧つでください。 


給油のま順と注憲 

I 給漉タンクを取 0 化し、 
邏 給滿□を關< 

潑瑕ける おで〜'^〜 


•タンク莖ふたを闢いで給油タンク禮取りおし、す'™ブンつ隶み搔 
強く引いで、給浦□禮關いで <だ茲い. 

•燃焼中は臟対に繪親夕 > ク避敢0あ进獄いく總薇い 

•繪證タンク钱、ぶつけたり避としたりし《い* *5; でい聪い { C 取 0 ®o I 

で.镶馨議觀聲聲郵:巧觀端;:或:編^^ 


①強く引く 


卜 ’- 巧ーブンつまみ 


II 纖麵聲 S 




編脑□藏闘 tos 


曰ック巧巧巧 




持ち上巧る 


^户、\、ここなぃ-が '' 'た,を、]が骑なしあと卜端を i 

'、八 .;|ぶ殷: i ? 产一こと I 


•巿販の給'庙ポンプなどを使巧しで、ミ由麗計を見なびら給ミをしでく 
ださい。 

雜ミ苗量計の化0位置まで黒色に変わったら、給巧をやめでく だ還ぃ。 

■給油〇に力を麵をで変おさせたり衝擊などを力を舶ぇるろ^— 

受けで変おしますと、涵漏れや給油口が完を" 

に閣ま6ない原因になりまずので変あをせな ， 

いで 5 段也 ’'. 参 '.‘.'' を瑚:を娜永が 


#： 么醫告 I 給莊□は、 確実に r パチン j と醫び聲覆豪ご！！©燈靈 

を強く巧レて < ださい。 

給油□を下にしで、迎漏れがないことを糖かめでか6、給ミ由タン 
クをタンク室に正しく它ツトしでください。 

•1 警告]繪灌□が滝実に蘭まつでいないと簡冀に關いで、义数巧®リ 

圍にな0ます。 一,;、:’— ' パ々.’—を夕 

• こ度れたな»はよくぶ、をとつで < ださい。 た’ wy ;' 












4。鑛麵 It© 擊麵 


給;'由サイン 




給油サイン 


[の®びがないとぎ .i 


■総脑審懸©給^薄 


け J 油かをいとぎ J 


癌ミあサイ: 

ノキ 

ノゎ 

ビ 

_とネ 

同-.シ 

搜卜 


>ご使巧中、給ミ由タンク巧のなミ由びかなくなると「給®サイン J でおミをの予告をします。 

r 給油サイン」の r 給ミかびおでぎたら、お-庙しでください。約]〜 2 時間でお油タンク巧の灯'-庙びなくなりまず。 


点义蘭の華儲と確認 


家早戀纖所 I こ證歷 



給油タンクのたット 




' ; 見 . ’J 

..户 

I 


I 給猫タンク 


警 



雜スト…ブは、が平で安定のよい廉の上に設:歷しでくだ益い。 

を鷄鄰燃燃や対讓鹽 ®5 


• 欄淵レ挺簿薪暫獲鏡奴激しい織辨愁俊眞 
火装讀の毅作動巧漁憩になり津す:。: 


«給油タンクを圧しく静かに入れでくだ證い。 


靈篇筒の緩ね0確認 



歸靈§瞧漏變装置® t ッ h 



♦燃焼筒のつまみを持って左ちに 2 〜 3 回動かしで、しん案の簡に 
正しく据わつでいるかを確かめでください。 


参しん調節つまみをち(燃焼)方向にゆっくり止まるまでまわずこと 
により自動のに t ットされます。 

• しん弼節うまみをまねずとき「カブカチ J と音びしで S いのは、巧な:： 
動消义装置が有動のじむットされでいるためです， 

•- 度たットされますと、しん調厳は軽く、富ち《くな化. 


ピンクを 


















覇 


城縣 




靈燒簡の纏わ 0 確認 


善燃焼筒のつまみを持って、左ちに2〜3回動かしで、しん藥巧 
に正しく据わっでいるかを確かめでください。 

ま意 i 燃焼商び正しく据わかていないと、お巧からホんこ-す;; 
"けで S 巧が庇しまず。正し<据え巧けでください。 


しでください。（已ぺージ變照) 


胃 J マッチ点义⑩しかた -擊池点义び使えないとき 

1. 方ードを開いでください。 

2. しん調節つまみ思ち（燃焼）方'向にゆっくり止まるまでまわし、しんをいっぱいに上げでください。 

3. 燃焼簡つまみを図のよ’-；5に持ち！;けでマッチで点义しで<ださい。 

麵脇 •マッチの燃えかずをしんは巧や g ちの上に麵かないでください。 《薇' 

■' 樹脚娜せび鱗賴したり、ザ巧や事なめ原國に夕。まず。.猫為藥お戚這祭藏を藻據 

4. 燃焼筒をしん薬の滴'の上に静かに廣しでください。 

己.燃焼簡つまみを待つでをちに2〜3◎動かし、燃焼筒の据わりを糖かめでください。 

6.乃ードを閱めでください。 




炎®調節 B b AJil 0 つまみで巧います。 



® 炎やホ熱の状態を見なびら!:しんの下げすぎ）や [ しんの 上げす费: ] 
のが態にならないよラに調節 してください。 


しん調節つをみ 
ろ（燃焼）ち向にまわす 
^在(?自义窗置)巧巧にまゎず 


一 b/u . [― : t —— 

上なる ） ；もむ 

てが器 I か逆くな證 
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吗 f 蠻晒辦瓣 

W n i ，資^- f ? J ぶ夕ふ 

•ががを it ) づ|0分たっご、部かのながの巧びや、燃焼簡のホ熟ムラびでる洽激ホ、燃磅菌で?まみを^でろ:巧:■:わ乂 ..:, 
固歡ム、し"^^繁たさい二そ■れでをお苗^極な C 奠たら、し / y 誕つま■苗'を潘《消ぶ位慶）ち!'^へまわ CIEU し'，もんりん為 y 

' 按觸雛しごご館箱ください。 - ふん W ,;， *•; 。， , ...，^ ..-.^ 

•湯火後をのまま放っておくと（しんの上げずぎ）のように炎が飽びで、ずずや一駿化炭素が凳生ずることがありまず。''ずた? 
C しんの下けす薄）のよ5に燃籍資の窗熱び不足しでん\る炭獲で燃擦 U まずと、においや…酸化廣素が森注:するばかり でな 
く、..しんに力ーボンが巧霞し、しん飄節を震<なり I まが’このようなときはしんのま式れをしでください。.（り ' 12ぺ-- 

ジ壹—齡„^ム；放ぶ盛 一,り，‘’/, '‘’ ■ :1 

•しんをてけ唆漱龜獻堪辕激にしん歸節つまみをを (娥曠) 巧巧へまねずと、…•時腳こをが街びでにおいを*權げボるこ,’ 一 
びあります。しみ蘭敲クずみ魯ち（燃綾）胃み V ま緩费と酱な、裝き寛ながらゆっくり操おしでくたさい。 

•擴就豆超富;皮加湿題なとを德鹿ずると、雄がが績酱 te なること汝あります化異常ではありません。 t : ザ::/::;‘’ . 

か;,もザ,,，巧ン-，■…，:，•，.がみん'が'かたみ■パ。,夕；燃， 贿.が‘' ''■'.'わ.‘‘-，‘ 'お说 - -巧ぞ々も‘/-み-が'--か嫉 --■ ふ-’. '-• ::-バ ’ ' 



■ 邏常消寅®しかた 

I し A / 調節つまみを左 
I (消施鹏ち励こまねす 



突起 


2 消义の確認をずる 


«しん調節つまみを左(消义位謹)巧向にゆっくり止荣るまでまわ 
し、しんをいっぱいに下げで消义しでくださし、。 

(しん調節つまみの突起び「消义位麗 J になります。） 

'イストムブを瓣 to たりしで消火しなし、でく,だ巡い。‘ • 

>3« rS みを變乂しまず a ん：' I " 1|, 

* し知蘭 1 &’ごまるを旱くまわした時や、ル乂力で使巧しでからのミ肖义は、 
. なをことびありまずめで、がび怖ヴないぶ 5 ゆっくり澳わ 
\ '餐^^ムで乂だぞぃ。 


め必す消火の確認をしでください。 


スピド消义のしかた——緊急瞬の消义巧る 

しん調節つまみで消义することのできない緊急時じだけ使用しでください。 


f スピ-ド獄ボタンを押す 



誦宏0麵丽靈1"簽 


® 巧震自動消'义装置が巧動し、しんが下がります。 

(しん調節つまみの突起び「消义位麗」じ廣りまず。） 

♦しん顏節つま^^が m'Mmi に廣らないとを域‘、戻るまでし 
/ 1 «節つまみを在巧巧へまわだ#つで消义しで'、•■こ‘をし V 
•獲淳讀免にく 6 ぶ扩窮乂瞬^おいか強くなりまず。 

’ . ■変賛資猫など で燃上 部に、夕ールなとび妾く巧筹レでいると、ス 
?ピニド消乂ボタしでをしんか完をに下びりま^操（しん調節， 
ぉつまみ公突置び f ■がみ抱苗 j に房るない）で消 X し巧^^ 0 、あ D 報す* 
このよ 5 なるきはしんの宇入れをしでくだぞい。 （ 1 ヴ駿觸)' 


參必すミ肖义の確認をしでください。 


mm^xbu ■麵つ家み の突超び r 消义の靈 J に嚴らない） と靈 tt • • * 

しん調節つまみをまねしでち、スピード消义ボタンを巧しでち、しんが'下が'らすミ肖火しないとをは給油タンクを取 
りあし、义び消えるまで燃焼させでください。 

このようなとをは、お醫いずめの販売店交は、コロナお客様ご相談窓□じごホ目談ください。 

满乂1ち巧 M 乂すると燃焼筒の適度が高くで、お乂しなかったり、においびレ法す.， 

:が焼尚び;ちスるまで、5巧位1きっでから点义しでください。 

■'一—.-' ，が<化'だ.;； リ f " 一,; I か', ::.だ。ぶ口访が;.... OL’Y な' r ' 巧。 V :ぶ >で;；'.:.だ'巧だな V ;'ごおな:なお ’ 
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圓麵歷 e 誦滴装 'B 

強い地農や}辰雜、 を擎を受けたとまは巧震自動消'义装置か'作動しで自動的にミ肖义します— 

しん潮節つホみをち（燃焼； ち向にゆっくり止まるまでまわずことによりき動的に 它ットちれまず。 



対に円阿か'、'跑置は、」旧に定められた100~2ウ〇方ルの振動により巧動するよラに調整しであ0ま寺, 
なコでご使巧中!こおける留い曰常的な鑑動、傾斜ではを動しません。 

巧巧口';由などでしんの上部に夕一也などび窒く巧着しでいると、' お震宮動お父装霞が巧動しでもしん々 
いで消乂しないことがありまず。このようなときはしんのま入れをしでくだミい。（り'12ベ…ジ參照) 

I 防おによ'つで巧動した揚食は、園困の巧懲物、ストーブの損置、好■巧のあぶれなど異常か•ないことを巧 
C くたさい,， ，. 


0 凿®薦機*手入れ 

点樣•ま入れ (ま、 ミ肖义をス I ブぴ十分冷えでから、巧ってください。 

• 巧麗国動消义装麗をお辭したり、油でぶいたウしないで<たさい。 

•しんの釋準出づ;まは 10 mm です。胡ったり、浸く到き出したりしないでください， 
•燃焼簡を落としで、カラスを割ったり、変をさせたりしないでください。 

• しん嚴内廣 • 給迪タンク燃焼筒は変がさせないで<ださし\ 


置 台 

給巧タンク 

ホ1•ビネ'ル、'反胁 
. 微板、凿台なピ 

タト觀 呵 - 

I 天 彼 

ストーブの鬧閱 

乾電鄉 




A 


しん案の簡 


点おする内容 '痴み碱 

魄置ちを 

•油漏れ ■ 莊のたま0や巧のにじ 
みがないか。 

•ミ由のたまりや、巧のにじみはふきとる。 

•ミを漏れのある場合は、お質いなめの販売店に修理を 
‘故頼しで<ださい。 

•ほこりや帶れびないか。 

•やわ6かい巧でふ费と器。 

(ベンジン、シンナー、クレンげ一なだでふかなしでく 7ご进し、。） 

• 化繊などの域こりが焼蔑ついで 
いないか。 

• しめ6せたやね6かい巧にクレンげ一搔つけでふ费と 
還。 

. •す燃物びないか。 

•周驢を整理.灑掃し、巧燃物はおり除く。 

•点火しにくくなった0、点火時 
の「ピ ー j という敵靈證がかず 
れたり、と叟れ器ことが'ないか。 

•同じ種類の新しい乾電池(離二形4個）と蕊撰部を。 


点义瞬（遇濯時）に、な义ブラグからは离輩巧び発をしまず。 

点义プラグに不巧属にがれないでください。感電ずるおそれびあります。 

点検•ま入れをするときは、必ず乾を巧をはすしでから巧ってくだちい。' 

»たいらの部せに燃えかすなどか'; ® 燃焼窗をはすし、らうドライバーの巧-で燃えかずなどを 
たまっでいないか。 取り除く。 ， 

I f 燃えかすなどがたまると燃烧圈 も邸ホ絕'放しん,藍饮 I 磁か *•- たいらの.邸が/.'' 


点义ブラグ 
を m 板 


麵誦 


:•'かの点义部 


の糖ねりを奮くしで、燃焼を阻 
蟹することびあります。 


• 点义ブラヴの電極やその周囲あ 
るいは翼極板が'、力ーボンや夕 
…ルでミちれでいないか。 

点义不度の原因になります。1 


力ーボンや夕ール 


>しんの能驢禮し / u 靡狗歸のた，‘。'での部が 
•がを媒鄙.棘に避む蛙、-燃器苗 、 A 
ずびみそに落ちな'いように迸 I 、’ 

感しでくだぞい。 、'• 


1 ~^ 

!仁 


>鶴焼 H をはすし、©ドライバ'-の先やブラシなどで力 
ーボンやタールなどを取り除く， 

■擊極や靈極梅を変 ,■ '点义部の巧が、1,も國> 
おさせないでくだ ^ __ I 

さい。.変あした場 口しんけ,广，阳 ' I 

含は、お麗り获め レん誦 ，朴，ぉ 

の嚴齋店に修理を : N - IrrmM > ；' , 

依頼しでください。屬巳- • 、 I 

• &おをほクれさせ—.’ *ilr が乃。 . ， 

ないでくだ—さい。 


冉クンラク 
を难 


擬えかすなどび落ちでし1ないか。 
ほつれでいないか。 


• 燃えかすなどを取〇徐く。 I 

>绿つれを頭る。 し3し 

燃えかす r 


1 






















点が窗所 


P 

圆 

f » 

力 

罔 

に 

1 

箇 

冯 

1 

園 

し 
ん 
巧 
換 
B 薄 


巧震圉動 

汹乂装靈- 

点換轉錄撒帮乾 
簿瓣を攒いでく 
ださい。 




しん案の筒 
バツキン 


点換ずるの容 


心 


i 作動費合 I 

^しんを上げ、麗台のを側を簡後 
に強く勤かしたとき、装麗が带 
動しで、しんが蠢體まで驢実に 
下がるか。 


:薛麗部(ふりこ、ベ—ス ） i 
幾：:み、巽鞠、揉こりなどが巧着 
しでいないか。 


带動部(しん ) i 
@しんの上て(まスムーズカ、。 
か夕…ルの巧*はないか。 


ffi «巧法 


: 3み V 妾 


鹽震部、作動部を点検する。 

微焼簡と給灌タンクをおり出し L / i . Jl い j 
と、キ节ビネットのをろ側福（て呵。上い 1 ，/; 
中实め止错粒本をなすし、し芋、卜 ^ M 
傾け、そのまま引き巧いでくたさ、 


h . 部 
5 , 


>のびたり、榻れたり、禱んでひ 
びが入つでいないか。 


:•やわらかいをで、ごみ、 

:: 

! 異物、揉こ0など巷壺れ 

バ./ふ <r 

いにふぎとる。 

/た^ 

f キャビネットのはすしか'’； 

トー 

i たは、主記作數!巽をのが 


^震方法参照 

卜—-\ — 

•しんのを入れをする.，. （11 

. 12\-：夢鸣^ 

•効栗0ない場合は、しんを交撰ずる。 

(お翼い巧めの販壳店交は、おおくのコ□ナお客樣ご相談窓□じ 

ご相談ください。） 


•バッキンに、のび、のれ、 

ひびなどが'入っていた惕合 

は交摸ずる. 


(お質いホめの販売店又は、お近くのコロナ•お客様ごホ自談;香□じ 

ごす目談ください。） 




»ミ由タンク两（給;巧タンク-固定タンク）の変質な油や不純巧油を取り除くときは… 

♦処疆方を（乂の気のないところで巧つでください） 

1. スピ -- ド綱乂ポタン愁抑しで、巧震宜動消义装麗をを動させでください。 

2. 娜磯觸と給細かンクを取り化し、しん調節〇まみを巧しげこあど r 本中ビみッ || が,ル IS か， 

卜の班樹側画げ郝)の止めねじ4來と操が邸ホ巧め化めおじ；1本をはすし、 

........ I ....... ホ I で.ビ却ッ.わ您綱巧に納舰"幡け、をの衆萊到酱娘し'ぶぶ紹鮮を..ぶ.’ .........1 .......... I **々に哩けを 

3. ぶイルピン卷般〇化しで.觸宠タンクのゆ好泌窗磁のよ5にしでお疆取り、 


逆れレな！讯狙 I で2<-思圆洗つでくだ涅い。， 

屯独憑け强顿ゅ喊じた衆つでいるがやご M ホ聯穿おきれでを簿嫩づで < だがし、。 
按，领イルピン砸あとだおりピンび兼つずぐよ卷隨< よラ!;縣拉树けで < だをい 
6.繪她ジンクのあ薄れいな巧おで洗い、廣鹽のななにを纔しでぐ挺窃レぃ’ 

しんの津入れあ淑わせで巧つで<ださい。 （1 1‘12ぺージ渗驟端:ぐづご趣ヴで‘:‘' 


組がジブ 




1 


変屬なミをや不純なミをなどでしんの上部にカーボンや夕ールび巧着し，.不具含び まじたと靈 
(6 ぺ""ジ參照） は、しんのま入れをしでください。 


圍を入れの しかた 


•しんの軍入れをするときは、風のあたらない擾巧で行つでください。 

風びあたるとホ义が出たり、異常燃焼の原因になりちおでず。また、しんのき入れ中はじおいびしまずので 攫気 
巧しでください。 

■ 綴麵變ン^を取り出ず 


藏變誦俸齋霄 S 


参しん調節つまみをろ(燃繞)ち底にゆっくり 止まるまでまわし、 
しんをいっぱいに上げたあと点义 ボタンを輕く f 申しで点义しで 
<ださい。 

•正しいをのが態で燃焼させでください。 （ 8 ぺ-•ジ参照） 

'1 鮮迪#尊 < なつで、义力びか$ <戀 S 蒙^臟靈聲5 




括'逆タンク♦タンク蜜から給油タンクを取り出しで 
ください。 













現 象 


原 因 




總油タンクに符嫌がなレ 


?水、離變巧油、不納 i ! な細がミ擺 A し t ： い滞 

~しんに卡かな細がし佩式がが巧おに脯 
乂した 


i 

か 

が 

’11 
11 

-I 

1 # 

；# 


11 

誓‘を 


が 


か 

#め 


に！撒 

お i 盤: 

い i が 
が'ス 
’す：ス 
.も'.れ 
. i ゴ； 
’る 

I , — , — , 

巧 

ゆ巧 


が 




i #夕 




しんぶ上げすぎ 
しんの — n ヴ驴葬 


i - 


巧 


燃焼簡の据わりび慈い 


み 


# 


撥聯間闕が閒つた部體で傻巧しでいを 
しんにジ-ルび巧觀しでいを.， 


み 

♦ # 

み’'' 

m # 

够 


心-,..''. 
‘っ，が: 
む，_輩 
I い{如 

♦ 

« ♦ 

み 


搁乂ブ号ヴの舉觸や繫極檐の巧れ弯化- 

お^ 乂摸麗のつ睾クタ作廚巧コ ー ドび結す 
れ r い齋 ' 

酷骚;位がなしく入っでし!ない、诗巧しで1 
ぃを— 一 — ! 

~槪瓣簡郡韶の変お、破摸 ， 


晦、献揭听ちけでい玻 
しんと F 機稱;占故轉し co ^ 香 


治かシンクか义っでいない交は、髓実に.‘ 

或つ irt 、 辖いを論灑;, 

vt 忠巧酷]巧'おお h が故隅しでいる 
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•’燃お;:中\、肖ぶがに，と連ど叟（'ぶコンポコン J という喜びしまずが、これ段給油タタソ户ん邵 L '、 ‘ 
巧あ习ミ, J -- ご。、り产,ピな蒂ではありません C 




»しんかひにく知つでいると送は、しんのを入れを3〜3圆巧つでく?ごさい。 , 

* しんめを入れ後のこ搜描は、しん巧™諮てまで下げでから繪她タンクをごツトし、2日分が上得つでしんに十分な漉がしみこ 
んでから掉、乂 しでください。’-. . i .. ,■ -；■■ 

しんに十おな®をぐしみない5ちに煮乂ずると、啦いよげ不诺のため燃焼織の巧熱不おが続くことがあり羣驾；‘ ‘， 


■狭0^3尊^寒は 新しい しんと交讓し • r < fd 讚 

• しんの爭入れを行ってち力…ボンや夕…ルびとれす、効果びないとき。 

• しんび化を*んでしまい、しんの上下操たヴ歷くなったとき。 

•しんの上部び消耗しで、ラすくなったり短くなったり、凹凸になっでいるとぎ。, . 

v 1 C 

• このストーブのしんは着义しやすレよラに点义部に切欠きびあります。 

• 枕!巧き部おの繊維をほつれさせないでください。 


(13 ぺ…•ジ參賴） 





しんの切巧薄 




長期間ご使用になりますと、機器の点巧び必要です。 

雜2¢に1回程度、シーズン終3後などにお買い巧めの販売店又は、條理資巧畜（(お）曰本 5;' を燃焼機器保守協含 
订 EL 03-3499-2928) で巧ラ技術管理講習含修3者（若油機器技術營理±)など〕のいる店などじ点檢巧頼され 
ることをおすずめします。 

纖隱 • 異常の見分け方と処置ち葱 

雜巧の表にもとづいで、お確かめください。 

雜®鹽方をにより処麗しでも廣くならないときは、お買い巧めの販売店にご相談くださし、。 
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赛结をさを >:巧：ささを 1な-一.. 


蠻絲致 




油クンクだ S が入- 
で： S るのに消火する 


消义し聲巧. 






























^ しんの交換は、お襲い求がの販売唐交は、おおくのコ〇ず® S 樣ご謂®窓 D へ觀賴をれ薇こ 
と獲おすすめしホず。 j ‘，パ，. * . ,‘ 

@しんは胁导薇産に薇權または認誠基 ft た f コ a ず練 IE し /u SX - E 350 Yj 《ち巧…ク巧）增 

ご j ま!巧/ドざ/、 ■ "株姑 

離興に適蟲しないし知や、 S 謂な b/v 葛使萬しまずと、性籠舊卡お冀擇で寒ない!劣かり苦■な 
く火がや巧聽の原慶になり棄ず。‘ '' - 

^しんの交®；斑法!ま、體えしんじ爵こ知の f 君瀬:織塞機 S 謂しん觀摄説闡霸 J に從つてくだ浮い。 




圓 gp 昼変誦® b 勢 

• ぶなんミをな修巧，鋼整は危険ですので、部品の受換、調整が必變な爆哲!こ«、33麗い*嫁®隱凳 BX » 
f 课 d おわバ MlU 泉扫ぶ糖娩機器保守協をで巧ラ技術管理講習さ優了蓄（窗»機麗錢術戀 il ±) 4'« ® い葱 
»5を I もにご旧-ぶ、/しごい。 

馨 A 注な 部 S 交機は貪胃通^;;;；;®とご繼靈 < fd 藻 CA 


お义プラグ難蓮極類のな換 


撫乂ブうヴ I 電極板の交換は、お翼い求がの販売巧夏は、おおくのコ□ナお客様ご相談窓日へご依賴くだ进し、。 


燃焼筒の巧 


お霉瓣(潮巧)の交換 


1•纖 諭 タンク-固定タンク肉の0巧を操き取つでください。 （11 ぺ-ジ参照） 

雜水、 ごみなどを残したまま保管すると、さびや巧あきの原因になつたり、しん上下不良の原因になるこ 
>- 丈-:をのホす 

雜巧 油を抜いたあとは、内部をよく乾燥させでください。 

2, b / y © 靈 入れ懲しでください。 （11 ‘12 ぺ-ジ参照） 

3 JAf ■愛電遍獲® 5據賓しでください。 

磯 S 藏聲 g こ〇靈觀つでください。 

雜 燃焼筒と給ミをタンクを取り出し、しん調節つまみを巧いたあと、キャビネットの左ち側面(下部) の止め 
ねじ 4 本と操作部か巧の化めねじ1本をはすし、キトビネットを前方に約45°傾け、そのまま 引をおい 
でく ださし、。 

5。又 h -^：7' 續)經靈灌麵纖しでください。 (10 ぺ…ジ参照） 

6爾懸隱麵消變黃驗懲 俸瞧を懸 でくだぎい。 (1 1ぺ…ジ参照） 

驚 Sb た遍斷に水罕に保體し晋 < fd 藻 L 等。 


参顿けたり、横働しのが態では組巧に保管しないでくたぶい 


-、 •取擬銳關需•は, 

、 IV ■〜似 .寒衆 i 


D . だ.だ蟲 y .。,. 心占ょ: ..... こ;，.;:バー,;;ふご，.点....;こ.品;; 

圈動消乂裝醫のが動を2…另回くりかえし、 


む^交換 


雜乾奪;池を交換するときは、おす同じ種類め新しい単二お乾電池を4個使用しでください。 （5 ぺ•…ジ参照) 


. 綴營(長期間使用しない場含) 


おしまいになると咨は、日常の点検'ま入れの項を参照し、巧の要額で保營しでください。 
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巧震呂動消义装置 


※乾霞; 1 は別売です。同じ種類の新しい単.二あ乾電池を4個用意しでください。 
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•このコ□ナ石油ストーブには保証書がついでいます。「お賣い上げ曰'販売店名 J などの記入をお確かめの5え、 
販売店か6お受けとり(こなり、大切に保養しでください。 


•保証期間はお麗い上げいただいた曰から1年間です。 


雜巧のよラな原因による巧障および事故につきましでは、保証の巧象になりませんのでま惑しでくださし、。 
麵変麗巧巧や不純な油など、また巧巧ががの燃料使用による故障や事故。 

H 誤つた使用方法じよる故腾や輩故。 


修理を依頼されるとき 



•あ磐の 「 S 如奪■翼溝の興分けちと処置ちを J (12 ぺージ参照）①頂にがつで調べでち良くならないときは、お麗 
い巧めの販売店文は、おお<のコ□ナお客様ご相談窓□にご運窓ください。 

藝保証期間中であればな証蠢の規定にがつで無料修理させでいただきまず。 


■保証期間か’過ぎでいるとぎは 

''•お麗いずめの販売店にご相談ください。 ‘ 
,憾理によって使巧でぎる製品についではお客様のご要望 
‘により茵料修理いたします。 I , 


■補條诏性能部湿のな泻期間 

. •ち灌ストープの涌修巧1ま簾部湿 
^ ■ 蹈要な部湿）巧お有雜簡は製農 


をがみ哥かこん 
りみ 6 巧でず- 


輸邀赌を>連搬時に給油タンク圈窒タンク巧に巧逆か-爆つたままでずと、賴藻聲^^議麵^^疑 
巧が'こ J ずれることがちりますので、必ず抜ぎ取つでください。 ‘ 
























